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「第 11回水産海洋地域研究集会～貧酸素水塊の漁業への影響と対策」

を開催しました 
 
鈴鹿水産研究室 

                             国分 秀樹 
 

平成 27 年 11 月 14 日（土）、名古屋大学野依記念学術交流館（名古屋市）において、「貧

酸素水塊の漁業への影響と対策」をテーマに水産海洋地域研究集会「第 11 回伊勢・三河湾

の環境と漁業を考える」を、一般社団法人水産海洋学会、愛知県水産試験場と三重県水産

研究所の共催で開催しました（写真１）。 

この集会は毎年、愛知県と三重県の持ち回りで開催しています。当日は、漁業者、研究

者、行政関係者等 88 名の参加者があり、貧酸素水塊の漁業への影響やその対応策に関して

計 6 題の発表がなされました。 

 

前半では、貧酸素水塊の漁業への影響について３題の話題提供がありました。 

羽生和弘主任研究員（三重県水産研究所鈴鹿水産研究室）から「伊勢湾のアサリ資源と

貧酸素水塊の影響」について報告があり、伊勢湾における貧酸素水塊の出現期間が長期化

したのは 1950 年代から 1960 年代にかけてであり、湾北西部の浅場において頻繁に出現し

ていたことが示されました。また、湾北西部浅場の秋季における貧酸素水塊の出現とその

翌年の湾南部におけるアサリ稚貝発生量には負の相関があり、アサリ資源の形成に大きく

関与していることが指摘されました。 

下村友季子技師（愛知県水産試験場漁業生産研究所）からは、伊勢湾の小型底びき網に

よる調査をもとに、夏季の貧酸素化による漁獲圧の増加が底生生物資源に与える影響につ

いて報告されました。貧酸素水塊の発達はシャコやマアナゴなど底生生物の資源量減少の

一因であることが示され、小型の底生生物資源の混獲軽減には漁具改良や操業方法の改善

の必要性が指摘されました。 

曽根亮太技師（愛知県水産試験場漁場環境研究部）からは、三河湾における底びき網の

漁獲対象種の分布は底層溶存酸素濃度の影響を強く受けていることが報告されました。湾

内の水産資源の回復には、生活史を分断しない連続的な浅海域の創出や、生物の出現がほ

とんど見られない「デッドゾーン」の修復などの対策が必要との指摘がありました。 

 

後半では貧酸素水塊への対応について３題の話題提供がありました。 

澤田知希主任研究員（愛知県水産試験場漁業生産研究所）からは、貧酸素水塊周辺の狭

い海域では小型の底生生物も混獲されることから、混獲軽減に向けた小型底びき網の漁具

改良試験について報告されました。魚獲りの網目拡大により、マアナゴや大型の魚類の選

別効果は高く、小型のシャコやエビ類の分離が可能であること、袖網の網目拡大や低速の

曳網によりシャコの漁獲量は減少するが、体長 10cm 以上の個体が増加する傾向があること

が示されました。 

和久光靖主任研究員（愛知県水産試験場漁場環境研究部）からは、三河湾奥部の干潟・

浅場における貧酸素水塊・苦潮による生態系被害とその回避策について報告されました。

三河湾にはデッドゾーンが浚渫航路や埋め立て地の後背水路等に存在し、沿岸の埋め立て

面積の 2.3 倍も存在すること、そのデッドゾーンは生物生産が行われないだけでなく、無

酸素水や硫化水素の供給源となり周辺浅場や湾全体への環境悪化にも繋がっていることが

報告されました。また、軽減策を講じる上では溶存硫化物と鉄の動態を把握することが重

要であることが指摘されました。 

 

ニュースニュース
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児玉真史主任研究員（国際農林水産業研究センター）からは、三河湾を対象とした窒素

負荷の削減と河川最小維持流量の設定条件による物質循環モデルを用いた数値実験結果の

報告がありました。河川流量の制御により内湾環境を改善し、アサリ・ノリ等の水産物の

安定的生産に寄与できる可能性が示されました。 

 

総合討論では、貧酸素水塊に対する漁業と環境改善について議論が進められ、会場から

は、「貧酸素水塊の発生による生物資源への影響が予測できるようになって欲しい」、「漁具

改良は費用対効果を考慮して生産性を維持することが必要」、「硫化水素の発生は有機物が

原因であるという考え方が必要」等の意見が出され、伊勢三河湾内の水産資源が貧酸素に

大きく影響を受けていることと環境改善を含めた対策の必要性が共通認識されました。 

来年は、第 12 回の同研究集会を三重県で開催予定です。今後も豊かな伊勢湾の再生に向

け、漁業者をはじめ地域の皆さんとともに考えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 研究集会の様子（名古屋大学野依記念学術交流館にて） 
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赤潮を構成した回数の多いプランクトンは Karenia mikimotoi が最多の 5 件、

Chattonela marina が 3 件でした（表３）。どちらのプランクトンも魚介類を殺すこと

がある有害な種類であり、このうち、英虞湾、的矢湾、阿曽浦では、これら 2 種類が

同じ時期に赤潮化した複合赤潮になりま

した。 

英虞湾では、しばしば、夏から秋に海水

に溶けている酸素が少なくなって生物が棲

めなくなる貧酸素状態（溶存酸素量が

3mg/l 以下）が湾奥部の海底近くで発生し

ます。今年は K。 mikimotoi と C。 marina

が一番増えた後に貧酸素状態がとなり、

ひどい所では表層近くまで貧酸素状態に

なっていました。赤潮の被害が出るとき

のパターンの一つに、増えたプランクト

ンが死んで細菌等に分解される時に酸素

が消費されて貧酸素状態が発生し、酸欠

や貧酸素状態の時に発生する硫化水素が

原因で魚介類が死んでしまう、と、いう

のがあります。漁業被害は出ていません

が、今年も赤潮発生後のプランクトンの

分解が原因で貧酸素になっていたのかも

しれません。 

しばしば真珠養殖等に被害を出す Heterocapsa circularisquama は、今年は確認され

ませんでした。H。 circularisquama が初めて赤潮化した平成 4 年以降、赤潮化しなか

った年は今年を入れても 4 件しかありません。また、水産研究所による調査でまった

く確認されなかったのは、今年が初めてです。 

赤潮の発生関する情報は、三重県水産研

究所で調査したもの以外に、沿岸の各市町

や海上保安部といった公共の機関、関連企業、

そして漁業協同組合や漁業者自身等から集め

られたものです。このように、複数の機関が

協力し合うことで、三重県全域での赤潮発生

の監視を行うと共に、それらの情報を三重県

水産研究所が取りまとめ、漁業協同組合等の

関係機関を通じて漁業者に伝えることで、漁

業被害が出ないように努めています。 

 

表２ 年別赤潮発生件数 

順位 赤潮構成種名
発生
件数

1 Karenia mikimotoi 5

2 Chattonela marina 3

3 Prorocentrum sp. aff. dentatum 1

3 Heterosigma akashiwo 1

3 Vicicitus globosus 1

3 Chattonela antiqua 1

合計 12

 注）複合赤潮は、構成種ごとに各1件として計数。

表３ 赤潮構成種別発生件数(1～10 月) 

年 伊勢湾 志摩度会 熊野灘北部 県全体

平成  7年 18 8 8 34

平成  8年 1 12 5 18

平成  9年 14 11 4 29

平成10年 17 3 9 29

平成11年 10 11 5 26

平成12年 8 17 5 30

平成13年 11 6 8 25

平成14年 10 16 6 32

平成15年 16 8 4 28

平成16年 17 18 8 43

平成17年 17 19 7 43

平成18年 6 14 2 22

平成19年 11 9 2 22

平成20年 4 8 5 17

平成21年 9 10 4 23

平成22年 12 10 1 23

平成23年 3 10 7 20

平成24年 9 12 2 23

平成25年 3 15 7 25

平成26年 2 12 4 18

平成27年
（11月まで）

1 7 1 9

平均※ 10 11 5 27

※ 過去20年（H7～H26年）平均
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○海底の状況 

今回の調査は、貧酸素状態の解消期に近い 10 月に行いました。貧酸素状態が継続して

いる海底では、巣穴をはじめ全く生物が見られませんでした（写真 2 左）。しかし、貧酸

素状態が解消された海底では巣穴やクモヒトデ類、スナイソギンチャク類など、低酸素状

況でも生息可能な何種類かの小型の生物が確認できました（写真 2 中、右）。このように、

毎年貧酸素状態にさらされるような海底では、貧酸素が発生する夏場はほとんど生物が生

息することができません。その後秋から春にかけて一時的に生物は回復しますが、再び夏

場に死滅を繰り返すため、小型で寿命の短い生物しか生息できない状況になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 海底の状況（左：海底表面、中：クモヒトデ類、右：スナイソギンチャク類） 

 

○採取した泥の状況 

採取した泥試料は研究室に持ち帰り、表層からセンチメートル単位で細かく裁断した後、

詳細な分析を行います。海底に堆積した泥には、プランクトンや生物の死骸などの分解さ

れやすい有機物が多く含まれ、それが微生物によって分解され酸素を消費しています。表

層付近では、新しく分解されやすい泥が堆積し、貧酸素にさらされているような場所では

黒色になっています。一方下層では、分解されやすい有機物は少なくなり、灰色で粘度の

高い泥になっていきます（写真 3 左）。 

今回の調査では、津沖の水深約 20m の海底の表層から 85cm の泥の中から、トリガイの

貝殻が見つかりました（写真 3 中）。伊勢湾では、1 年間で約 0.5～1cm の泥が堆積すると

いわれています。それを考えると 100 年以上前には、この場所では貧酸素水塊が発生して

おらず、トリガイが生息できる環境であったことが考えられます。このように、海底に堆

積した泥は、我々に昔の伊勢湾の情報を教えてくれます。今後も、豊かな伊勢湾の再生を

めざして研究を継続していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 左：採取した泥、中：堆積物の中から出てきたトリガイ、右：研究メンバー 








